
て
い
る
（
図
９
）
。
ま
た
、
市
街

化
区
域
と
市
街
地
調
整
区
域
面
積

を
昭
和
4
5
年
と
平
成
1
5
年
で
比
較

す
る
と
、
市
街
化
区
域
が
1
9
4

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
、
市
街
化

調
整
区
域
が
１
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
て
い
る
が
、
比
率
は
ほ
と

ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
（
表
１
）
。

　
緑
を
中
心
と
し
た
都
市
環
境
を

維
持
し
つ
つ
、
宅
地
開
発
と
鉄
道
、

道
路
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
を
計

画
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
都
市
に
お
け
る
市
街
地
の
形
態

を
大
阪
、
仙
台
と
比
較
す
る
と
、

横
浜
は
利
便
性
と
う
る
お
い
が
両

立
す
る
環
境
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
横
浜
の
地
形

的
特
質
と
都
市
計
画
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
市
域
内
に
市
街
化

調
整
区
域
が
島
状
に
分
布
し
、
横

浜
駅
を
中
心
に
鉄
道
網
が
放
射
状

に
形
成
さ
れ
、
特
徴
的
な
形
態
を

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
阪

市
は
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
化

さ
れ
碁
盤
の
目
状
に
鉄
道
網
が
ひ

か
れ
、
仙
台
市
は
市
街
地
が
市
域

の
中
心
部
に
あ
る
既
成
市
街
地
集

中
型
に
な
っ
て
い
る
（
図
1
0
、
注

５
）
。
ま
た
、
用
途
地
域
別
に
み

る
と
、
横
浜
市
で
は
住
宅
専
用
地

域
（
低
層
）
が
市
街
化
区
域
の
４

割
以
上
を
占
め
（
図
1
1
）
、
良
質

な
郊
外
住
宅
地
が
圧
倒
的
に
多
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
築
協

定
は
１
６
６
ヵ
所
と
全
国
一
多
く

地
区
計
画
は
市
内
8
4
力
所
の
う
ち

半
数
近
く
が
低
層
住
宅
地
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
住
民
自
ら
が
良
好
な

住
宅
地
を
守
り
つ
く
り
あ
げ
よ
う

と
す
る
意
欲
の
高
い
都
市
で
あ
る
。

③
産
業
構
造
の
変
化

　
こ
こ
3
0
年
で
就
業
構
造
も
大
き

く
転
換
し
た
。
産
業
別
従
業
者
数

を
産
業
３
部
門
別
に
み
る
と
、
昭

和
4
5
年
は
第
２
次
産
業
就
業
者
が

約
4
7
万
人
（
4
4
％
）
と
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
1
7
年
に
は

3
8
万
人
（
2
2
％
）
に
減
少
し
て
い

る
。
一
方
、
第
３
次
産
業
就
業
者

は
昭
和
4
5
年
の
5
7
万
人
（
5
5
％
）

か
ら
平
成
1
7
年
に
は
１
３
０
万
人

（
7
5
％
）
に
増
加
し
て
い
る
。
産

業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
第
２
次

産
業
就
業
者
が
急
減
し
、
４
人
に

３
人
を
第
３
次
産
業
就
業
者
が
占

め
る
こ
と
に
な
る
（
図
1
2
）
。

　
産
業
大
分
類
別
従
業
者
数
比
率

を
昭
和
4
7
年
と
平
成
1
3
年
で
比
較

す
る
と
、
昭
和
4
7
年
に
は
製
造
業

の
比
率
が
3
0
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
平
成
1
3
年
に
は
1
3
％
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
一
方
で
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
昭
和
4
7
年
に
1
6
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
1
3
年
に
は
3
3
％

に
増
加
し
て
い
る
（
図
1
3
）
。

　
工
業
統
計
か
ら
製
造
業
の
従
業

者
数
に
つ
い
て
推
移
を
み
る
と
、

横
浜
市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
と

も
に
従
業
者
数
を
大
き
く
減
ら
し

て
い
る
。
横
浜
市
に
お
け
る
製
造

産業別就業者数割合の変化図12図13　産業別従業者数

図14　3市の工業従業者数の推移（従業者４人以上の事業所）

図16　地域別従業者数

図17　3市の市内総生産の推移

図15　製造品出荷額等、付加価値額及び有形固定資産投資総額の推移(従業者4人Hi上の事業所)

50■特集2・横浜から大都市制度を考える　その1



業
の
従
業
者
数
は
平
成
1
7
年
に
は

い
1
1
万
５
千
人
と
な
り
、
昭
和
4
5
年

の
2
5
万
人
と
比
べ
る
と
半
分
以
下

に
減
少
し
て
い
る
。
工
場
等
制
限

法
の
影
響
が
大
き
い
大
阪
市
で
は

同
期
間
に
5
2
万
人
か
ら
1
6
万
人
へ

と
３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
。

三
都
市
と
も
従
業
者
数
か
ら
み
る

と
脱
工
業
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
横
浜
市
の
製

造
品
出
荷
額
等
を
み
る
と
平
成
３

年
（
6
.
6
兆
円
）
を
ピ
ー
ク
に
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
減
少
し
て
き

た
が
、
平
成
1
4
年
以
降
は
４
年
連

続
し
て
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
総
生
産
の
推
移
を
み
る
と

昭
和
4
5
年
の
１
兆
５
千
億
円
か
ら

平
成
1
6
年
に
は
1
2
兆
９
千
億
円
と

な
り
8
.
6
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
大

阪
市
、
名
古
屋
市
と
比
べ
る
と
横

浜
市
の
市
内
総
生
産
の
推
移
は
増

減
幅
が
小
さ
く
、
安
定
し
た
経
済

成
長
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
平
成
1
2
年
に
は
名
古
屋
市
を

上
回
り
、
政
令
指
定
都
市
第
２
位

の
経
済
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
横
浜
市
内
を
臨
海
北
部
、

臨
海
南
部
、
内
陸
北
部
、
内
陸
中

部
、
内
陸
南
部
、
内
陸
南
西
部
の

６
地
域
に
分
け
、
従
業
者
数
の
比

率
に
つ
い
て
昭
和
4
7
年
と
平
成
1
3

年
を
比
べ
て
み
る
。
製
造
業
の
比

率
が
大
き
い
臨
海
北
部
（
鶴
見
区
、

神
奈
川
区
、
西
区
）
は
同
期
間
に

3
3
・
８
％
か
ら
2
5
・
９
％
と
比
率

を
下
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
人
□

増
加
の
大
き
い
内
陸
北
部
（
港
北

区
、
緑
区
、
青
葉
区
、
都
筑
区
）

は
い
1
1
・
７
％
か
ら
2
3
・
0
％
と
大

幅
に
増
加
し
、
存
在
感
を
増
し
て

い
る
。

　
3
0
年
間
を
振
り
返
る
と
、
他
の

地
域
で
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
円

高
不
況
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
経
済
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
事
業
所

の
撤
退
、
産
業
の
空
洞
化
か
ら
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た

都
市
も
あ
っ
た
。
横
浜
の
経
済
は

経
済
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
、
比
較
的
安
定
し
た
成
長
を
続

け
て
き
た
。
横
浜
市
の
人
口
の
大

き
さ
は
、
「
市
場
の
大
き
さ
」
を

意
味
し
て
い
る
。
第
二
次
産
業
か

ら
第
三
次
産
業
へ
の
産
業
構
造
の

変
化
を
「
人
口
増
加
」
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
良
好
な
関
係
が
前
提
と
し

て
あ
り
、
特
定
の
事
業
所
に
過
度

に
依
存
し
な
い
、
経
済
活
動
の
多

様
性
が
地
域
経
済
の
安
定
に
寄
与

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

④
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
推
移

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
つ

い
て
み
る
と
、
急
激
な
都
市
化

に
伴
い
、
道
路
、
下
水
、
地
下
鉄

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
を
重
点

的
に
短
期
間
に
行
っ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
例
え
ば
、
下
水
道
の
整
備
に
よ

り
、
水
洗
化
普
及
率
は
、
昭
和
4
5

年
に
1
7
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
5
5

図18　下水道普及率横浜市普通会計決算総額と土木費、民生費の推移図22

図19　市営地下鉄の営業路線・駅数の推移

図20　特別養護老人ホームの推移図23　普通会計　土木費と民生費の推移の３都市比較

図21　保育所数の推移

調査季報 vol.161 ・ 2007.10 ■51



年
に
は
4
3
％
、
平
成
1
2
年
に
は

9
9
％
を
超
え
て
い
る
（
図
1
8
）
。

　
地
下
鉄
の
整
備
に
つ
い
て
は
昭

和
4
7
年
に
上
大
岡
・
伊
勢
佐
木
長

者
町
間
に
開
通
後
、
延
伸
が
進
み
、

平
成
1
7
年
に
は
駅
数
が
3
2
、
営
業

路
線
距
離
が
4
0
・
４
に
ｍ
に
拡
大
し

た
（
図
1
9
）
。

　
福
祉
関
係
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
み
る
と
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
昭
和
4
5
年
に
は
市
内
で

２
ヵ
所
で
あ
っ
た
が
、
平
成
７
年

に
3
6
力
所
、
平
成
1
7
年
に
は
8
9
力

所
に
増
加
し
て
い
る
（
図
2
0
）
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
も
昭
和

4
5
年
に
１
０
０
ヵ
所
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
1
2
年
に
２
３
９
ヵ
所
、

平
成
1
7
年
に
３
６
８
ヵ
所
に
増
加

し
て
い
る
（
図
2
1
）
。

　
福
祉
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
、

下
水
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
が
進
捗
す
る
平
成
７
年
を
境

に
飛
躍
的
に
整
備
水
準
が
向
上
し

て
い
る
。

　
次
に
、
普
通
会
計
決
算
総
額
と

土
木
費
、
民
生
費
の
推
移
を
み
る

と
、
昭
和
4
5
年
に
決
算
総
額
１
億

円
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
７
年
の

１
兆
５
千
億
円
を
ピ
ー
ク
に
漸
減

傾
向
に
あ
り
、
平
成
1
7
年
は
１
兆

３
千
４
百
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

決
算
額
の
内
訳
で
土
木
費
と
民
生

費
を
比
較
す
る
と
、
土
木
費
は
、

昭
和
4
5
年
に
３
０
０
億
円
だ
っ
た

も
の
が
平
成
７
年
に
約
6
0
0
0

億
円
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
し
、
平
成
1
7
年
は
2
6
0
0

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
に
民

生
費
は
、
平
成
７
年
以
降
も
増
加

し
、
平
成
1
7
年
に
は
3
5
0
0
億

円
と
な
り
土
木
費
を
抜
い
て
い
る

（
図
2
2
）
。

　
大
阪
、
名
古
屋
市
と
比
較
し
て

も
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
で
あ
る
が
、

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
昭
和
4
5
年

に
、
横
浜
が
３
０
０
億
円
に
対
し

大
阪
は
３
倍
強
の
1
0
0
0
億
円

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
７
年
の
ピ

ー
ク
時
に
は
5
6
0
0
億
円
と
大

阪
（
5
7
0
0
億
円
）
と
ほ
ぼ
同

額
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。
し
か

し
、
平
成
1
7
年
に
は
民
生
費
の
伸

び
に
押
さ
れ
て
、
土
木
費
は
2
6

0
0
億
円
と
、
昭
和
6
0
年
時
点
と

ほ
ぼ
同
様
の
水
準
と
な
っ
て
い
る

（
図
2
3
）
。

　
横
浜
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

も
成
長
・
拡
大
時
代
の
都
市
基
盤

整
備
を
中
心
と
し
た
対
応
か
ら
、

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中

で
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
へ
と
構

造
転
換
す
る
中
で
全
体
の
パ
イ
を

縮
小
し
、
非
「
成
長
・
拡
大
」
の

時
代
へ
と
移
行
し
た
（
注
６
）
。

⑤
市
民
力

　
市
民
の
活
力
を
、
市
民
活
動
の
視

点
か
ら
み
て
み
よ
う
。
横
浜
は
大

都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
自
治
会
町

内
会
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
他
の
大
都
市
と
比

較
し
て
も
市
民
の
自
治
会
町
内
会

自治会町内会加入世帯数及び加入率の推移図24市内ＮＰＯ法人の状況図25

図26∇定住意向図27　生活の満足感
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へ
の
加
入
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
自
治
会
町
内
会
の
加
入
率
の
推

移
を
み
る
と
、
昭
和
5
5
年
の
9
5
％

を
ピ
ー
ク
に
昭
和
5
0
年
か
ら
平
成

２
年
ま
で
は
9
0
％
以
上
の
加
入
率

が
あ
り
、
そ
の
後
、
加
入
率
は
漸

減
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
平

成
1
7
年
に
8
5
％
の
世
帯
が
加
入
し

て
い
る
。
加
入
世
帯
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
平
成
1
7
年
で
１
２

７
万
世
帯
が
加
入
し
て
い
る
（
図

2
4
）
。

　
区
別
の
加
入
率
を
み
る
と
、
鶴

見
、
西
、
南
、
保
土
ヶ
谷
、
金
沢

が
９
割
を
超
え
て
い
る
一
方
で
、

中
、
港
北
、
都
筑
は
７
割
台
の
加

入
率
で
、
区
間
に
よ
る
加
入
率
の

差
が
あ
る
。

　
ま
た
、
横
浜
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
も

活
発
で
あ
り
、
横
浜
市
内
の
認
証

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
1
3
年
に
１
９
９
法

人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
1
8
年
に

は
９
８
１
法
人
と
、
ほ
ぼ
５
倍
増

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
を

し
て
い
る
法
人
が
４
７
５
法
人
に

上
っ
て
い
る
（
図
2
5
）
。

　
さ
ら
に
、
平
成
1
8
年
度
の
「
横

浜
市
民
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、

市
民
の
定
住
意
向
は
約
6
4
％
で
あ

る
が
、
移
転
意
向
者
（
約
2
0
％
）

の
う
ち
４
割
は
横
浜
市
内
で
の
移

転
を
希
望
し
て
お
り
、
市
内
定
住

意
向
は
約
7
3
％
に
上
る
（
図
2
6
）
。

ま
た
図
2
7
に
み
る
よ
う
に
、
生
活

の
満
足
感
は
全
国
に
比
べ
て
高
い

傾
向
が
あ
る
。

　
横
浜
市
民
の
地
域
活
動
へ
の
参

加
状
況
を
み
る
と
、
参
加
市
民
は

4
5
％
で
、
今
後
の
活
動
へ
の
参
加

意
向
は
約
２
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
意
識
調
査

か
ら
は
、
定
住
意
向
や
生
活
満
足

感
が
高
く
、
地
域
活
動
へ
の
参
加

に
も
積
極
的
な
市
民
層
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
横
浜
に
は

市
民
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
土
壌

が
十
分
備
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

３
一
現
在
の
大
都
市
横
浜
の
姿

　
こ
れ
ま
で
の
3
0
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
横
浜
の
姿
も
大
き
く

変
化
し
て
き
た
。
一
言
で
い
え
ば
、

急
激
な
人
口
増
加
に
み
ま
わ
れ
た

「
成
長
都
市
」
の
時
代
か
ら
「
成

熟
都
市
」
の
時
代
に
移
行
し
、
都

市
政
策
も
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
る
。
横
浜
市
で
は
、
変
化
の

実
態
に
合
わ
せ
た
都
市
政
策
の
制

度
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
設

計
し
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
既
存
の
法
制
度
の
枠
組

み
自
体
を
ど
の
よ
う
な
方
向
で
、

ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
改
変

す
る
の
か
。
そ
の
前
提
と
し
て
こ

の
3
0
年
間
の
到
達
点
を
横
浜
市
の

特
質
や
魅
力
と
し
て
捉
え
、
今
一

度
整
理
し
て
み
る
。

①
多
様
な
地
域
を
合
わ
せ
持
つ
成

　
熟
都
市
と
し
て
の
横
浜

　
全
市
で
み
れ
ば
、
毎
年
の
人
口

増
は
約
１
万
人
と
漸
増
傾
向
だ

が
、
毎
年
1
5
万
人
を
越
え
る
転
入

と
1
5
万
人
に
近
い
転
出
が
あ
り
、

人
口
の
流
動
性
は
か
な
り
高
い
。

と
く
に
都
心
や
北
部
郊
外
区
で
は

若
い
世
帯
の
人
口
増
が
激
し
い

が
、
一
方
、
南
西
部
の
郊
外
区
や

駅
周
辺
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
人

口
減
少
が
進
み
、
高
齢
化
が
進
展

し
て
い
る
。
ま
た
、
一
見
し
て
転

出
入
の
多
い
駅
周
辺
地
区
で
も
高

齢
化
は
進
み
、
全
体
と
し
て
は
少

子
・
高
齢
社
会
が
進
展
し
、
多
様

な
地
域
を
合
わ
せ
持
つ
成
熟
都
市

の
段
階
に
大
っ
て
い
る
。

②
東
京
圏
の
中
に
お
い
て
一
定
の

　
経
済
の
求
心
力
を
も
ち
、
社
会

　
資
源
が
高
密
度
に
あ
る
大
都
市

　
産
業
構
造
は
、
京
浜
臨
海
部
の

重
化
学
工
業
が
中
心
で
あ
っ
た
時

代
か
ら
就
業
人
口
の
約
７
割
が
第

３
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
時
代

へ
と
変
わ
っ
た
が
、
産
業
構
造
の

転
換
を
比
較
的
安
定
し
て
乗
り
切

り
、
経
済
の
安
定
成
長
が
続
い
て

い
る
都
市
で
あ
る
。

　
市
内
総
生
産
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
平
成
1
7
年
に
は
1
2
兆
９
千
億

円
と
、
指
定
都
市
で
は
大
阪
に
次

ぐ
規
模
と
な
り
、
都
道
府
県
と
比

較
す
る
と
、
1
0
位
静
岡
県
と
1
1
位

広
島
県
の
間
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

と
比
較
す
る
と
、
2
4
位
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
と
2
5
位
の
チ
ェ
コ
の
間
に
位

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
で
の

就
業
者
数
も
１
４
２
万
人
で
、
そ

の
う
ち
約
3
5
万
人
が
市
外
か
ら
横

浜
に
通
勤
し
て
い
る
。
市
内
へ
の

流
入
従
業
者
数
は
東
京
2
3
区
、
大

阪
、
名
古
屋
に
次
い
で
多
い
。
ま

た
、
都
心
部
の
み
で
な
く
市
内
の

各
エ
リ
ア
に
お
い
て
就
業
人
口
を

吸
引
す
る
多
様
な
産
業
が
立
地
し

て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　
横
浜
の
都
市
構
造
は
、
都
市
の

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
都
心
部

へ
の
機
能
集
積
や
放
射
環
状
型
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ

り
、
大
都
市
と
し
て
必
要
な
高
密

度
な
社
会
資
源
を
短
期
間
で
整
備

し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
医
療
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
施
設
、
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
わ
た
る
社
会
資
源
の

豊
富
な
大
都
市
で
あ
り
、
近
隣
の

周
辺
都
市
か
ら
の
利
用
者
も
多

く
、
東
京
圏
の
中
で
の
役
割
は
大

き
い
。

③
利
便
性
と
う
る
お
い
を
合
わ
せ

　
持
っ
た
良
質
な
郊
外
住
宅
地
の

　
形
成
と
そ
の
持
続
－
「
住
み
た

　
く
な
る
都
市
」
と
し
て
の
魅
力

　
横
浜
は
、
東
京
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
郊
外
を
中
心
に
良

質
な
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
市
街
化
区
域
に
占
め
る
住
宅

暮らしやすいと感じていること図28
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専
用
地
域
の
割
合
は
約
４
割
に
も

達
し
、
良
好
な
住
宅
地
の
環
境
を

守
り
、
育
て
よ
う
と
い
う
市
民
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲
が
高
い
都

市
で
あ
る
。

　
ま
た
、
昭
和
4
5
年
以
降
、
市
街

化
区
域
が
都
市
計
画
区
域
に
占
め

る
割
合
は
約
7
5
％
を
維
持
し
て
き

て
お
り
、
そ
の
一
方
で
、
横
浜
駅

を
中
心
に
放
射
線
上
に
鉄
道
網
が

市
内
を
ほ
ぼ
巡
ら
し
、
最
寄
り
駅

を
中
心
に
住
み
や
す
い
市
街
地
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
谷

戸
や
丘
が
多
い
と
い
う
複
雑
な
地

形
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
身
近
な

場
所
に
樹
林
地
や
農
地
、
公
園
な

ど
、
変
化
に
富
ん
だ
緑
が
存
在
す

る
な
ど
、
緑
や
自
然
の
豊
か
な
環

境
が
散
丘
心
し
て
い
る
。
こ
の
環
境

は
市
民
共
有
の
財
産
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
空
間
や
歴
史
的
建
造
物
、
文

化
芸
術
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
て

い
る
。

　
平
成
1
9
年
度
の
横
浜
市
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
居
住
環
境
の
中

で
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
る

こ
と
は
、
第
１
位
が
交
通
・
通
勤

な
ど
の
便
利
さ
（
5
1
・
２
％
）
、

第
２
位
が
周
辺
の
静
か
さ
（
4
8
・

２
％
）
、
第
３
位
が
ふ
だ
ん
買
い

物
を
す
る
場
所
の
近
さ
（
4
　
4
・

１
％
）
、
第
４
位
緑
や
自
然
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ

（
3
5
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る

（
図
2
8
）
。

　
「
住
む
こ
と
」
は
、
働
く
、
学
ぶ
、

買
い
物
、
医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
、

遊
ぶ
、
な
ど
多
様
な
生
活
の
要
素

を
伴
う
こ
と
で
あ
る
。
横
浜
は
、

高
密
度
な
社
会
資
源
を
持
ち
、
都

市
生
活
の
「
利
便
性
」
を
享
受
出

来
る
と
同
時
に
、
身
近
な
生
活
の

中
で
緑
や
自
然
と
い
う
「
う
る
お

い
」
を
実
感
で
き
る
「
住
み
た
く

な
る
都
市
」
と
い
う
魅
力
を
生
み

出
し
て
い
る
（
注
７
）
。
し
か
し
、

①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
の
中

に
は
、
超
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
み
、
既
存
の
環
境
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
こ
ろ
も
出
現
し
、
持
続

可
能
な
新
た
な
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

④
市
民
力
の
発
揮
で
き
る
都
市

　
人
々
が
住
み
た
い
ま
ち
と
い
う

こ
と
は
、
様
々
な
個
性
や
能
力
を

持
つ
多
く
の
人
材
が
集
っ
て
い
る

ま
ち
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
急
激
な
郊
外
住
宅
地
の
形
成

は
、
働
く
市
民
に
と
っ
て
は
、
東

京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
ま

ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
日
中
生

活
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、
様
々

な
生
活
上
の
要
素
を
補
う
た
め
に

多
く
の
自
主
的
な
活
動
を
必
要
と

し
た
。
生
活
の
き
め
の
細
か
い
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
生
み
出

さ
れ
た
子
育
て
、
介
護
、
環
境
等

の
市
内
の
活
動
の
中
に
は
、
市
民

活
動
の
枠
を
越
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
事
業

体
と
し
て
本
格
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
も
多
く
あ
ら
わ
れ

た
。
ま
た
、
自
治
会
・
町
内
会
の

活
動
も
、
防
災
、
防
犯
、
地
域
の

公
園
の
管
理
な
ど
地
域
生
活
の
基

盤
を
支
え
て
き
た
、
と
い
え
る
。

ま
た
、
建
築
協
定
か
ら
地
区
計
画

制
度
へ
の
移
行
を
行
今
な
ど
の
ま

ち
づ
く
り
の
活
動
も
活
発
で
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
急
激
な
成
長
や
自

治
会
・
町
内
会
の
組
織
率
の
高
さ

は
、
そ
の
よ
う
な
実
質
的
な
市
民

の
活
力
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
は
、
今
後
、
地
域
に
起

こ
る
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

社
会
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
と
い
う
課
題
に
対
し
、
市
民

自
身
の
知
恵
や
個
性
や
意
欲
を
発

揮
し
、
課
題
に
取
り
込
む
こ
と
の

出
来
る
十
分
な
蓄
積
と
潜
在
力
を

も
つ
都
市
で
あ
る
。

４

成
熟
都
市
時
代
の

大
都
市
制
度
を
考
え
る

　
最
後
に
、
成
熟
都
市
へ
と
進
化

し
て
き
た
横
浜
に
ふ
さ
わ
し
い
大

都
市
制
度
を
考
え
て
い
く
上
で
、

配
慮
し
て
い
く
べ
き
視
点
を
整
理

す
る
。
成
熟
都
市
時
代
に
お
け
る

大
都
市
は
こ
れ
ま
で
の
指
標
や
視

点
で
は
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
し
い
価
値
観
で
整
理
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
横
浜
の
特
質
や
魅
力
を
活
か
す

べ
く
、
以
下
の
視
点
を
ふ
ま
え
新

し
い
価
値
観
で
大
都
市
を
評
価

し
、
制
度
を
再
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

①
大
都
市
の
特
質
と
再
評
価

（
１
）
昼
夜
間
人
口
比
率
だ
け
で

　
　
　
は
測
れ
な
い
中
枢
性

従
来
、
大
都
市
の
中
枢
性
を
示

す
指
標
と
し
て
昼
夜
間
人
口
比
率

が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
昼
夜
間
人

口
比
率
は
、
常
住
人
口
１
０
０
人

当
た
り
の
昼
間
人
口
の
割
合
で
、

常
住
人
口
、
昼
間
人
口
の
量
に
つ

い
て
無
視
し
た
指
標
の
た
め
、
３

６
２
万
人
の
常
住
人
口
と
３
２
０

万
人
の
昼
間
人
口
を
擁
す
る
大
都

市
横
浜
が
、
昼
夜
間
人
口
比
率
を

持
っ
て
中
枢
性
が
低
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
東
京
圏
へ
の
通
勤
者

に
対
す
る
良
好
な
住
宅
地
と
し
て

の
機
能
を
も
有
す
る
大
都
市
が
故

に
流
出
人
口
が
流
入
人
口
を
上
回

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
昼
夜
間
人
口
比
率
は
業
務
機

能
の
集
積
と
い
う
面
か
ら
の
み
の

指
標
で
あ
り
、
大
都
市
の
良
好
な

住
宅
地
機
能
や
都
市
の
個
性
を
再

評
価
す
る
指
標
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
２
）
大
都
市
と
し
て
の
専
門
的

　
　
で
高
機
能
の
ス
ト
ッ
ク
の

　
　
再
評
価

　
横
浜
は
、
大
学
、
病
院
、
港
湾
、

地
下
鉄
な
ど
の
専
門
的
で
高
機
能

な
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
は
市
民
の
税
金

で
つ
く
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る

が
、
横
浜
市
民
だ
け
で
は
な
く
、

周
辺
都
市
の
多
く
の
市
民
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
広
域
的
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
都
市
が
故
に
持
つ
こ
れ
ら

の
ス
ト
ッ
ク
を
再
評
価
し
、
現
行

の
一
般
市
町
村
と
同
じ
枠
組
み
を

改
め
、
税
財
源
の
仕
組
み
を
大
都

市
需
要
に
見
合
う
形
に
再
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
型
で
行
政
課

　
　
題
へ
の
一
貫
し
た
対
応
力

　
成
熟
都
市
の
行
政
課
題
は
多
様

化
し
、
広
域
化
と
地
域
化
と
い
う

双
方
の
動
き
に
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
大
都
市
行
政
は
一

貫
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
広
域
か
ら

狭
域
ま
で
の
行
政
課
題
に
応
じ
て

焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
い
わ
ば
「
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
型
」

行
政
（
注
８
）
を
推
進
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　
横
浜
は
、
大
都
市
が
故
に
区
役

所
を
中
心
に
地
域
の
き
め
の
細
か

い
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

東
京
圏
や
横
浜
の
近
隣
諸
都
市
間

の
広
域
課
題
に
も
同
時
に
対
応

し
、
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
型
の
複
眼
的

行
政
を
行
う
こ
と
で
、
課
題
対
応

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
利
点
を
最
大
限
生
か
す
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制
度
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
広

域
的
課
題
に
対
応
す
る
都
市
間
の

水
平
的
調
整
機
能
を
担
保
す
る
仕

組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　
前
述
し
た
３
点
の
横
浜
の
大
都

市
と
し
て
の
特
質
を
押
さ
え
た
上

で
、
次
の
２
点
を
柱
に
横
浜
に
ふ

さ
わ
し
い
大
都
市
制
度
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

②
大
都
市
制
度
設
計
の
視
点

（
１
）
多
様
性
を
ふ
ま
え
た
検
討

　
第
１
は
、
多
様
性
を
ふ
ま
え
た

検
討
の
視
点
で
あ
る
。
横
浜
は
安

定
し
た
経
済
力
、
高
密
度
な
社
会

資
源
、
良
質
な
住
宅
地
な
ど
様
々

な
顔
を
持
っ
た
大
都
市
で
あ
り
、

多
様
な
地
域
を
合
わ
せ
持
っ
て
い

る
と
い
う
特
性
が
あ
る
。

　
地
方
自
治
制
度
は
、
地
方
自
治

体
の
個
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、

地
域
の
活
力
を
高
め
て
い
く
ツ
ー

ル
と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
我

が
国
の
地
方
自
治
制
度
は
原
則
と

し
て
画
一
的
な
制
度
で
、
一
部
に
特

例
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

今
後
は
、
横
浜
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
都
市
の
多
様
性
を
ふ
ま
え
た
設

計
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
大
都
市
制
度
の
設
計
は
、
国
や

県
と
横
浜
市
の
政
府
間
関
係
、
東

京
圏
や
近
隣
諸
都
市
間
の
水
平
的

都
市
間
調
整
及
び
横
浜
市
域
内
の

都
市
内
自
治
の
３
つ
の
視
点
か
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
整

理
す
る
際
に
も
、
多
様
性
の
視
点

を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
例
え
ば
、
平
成
1
6
年
に
制
定
さ

れ
た
景
観
法
に
お
け
る
枠
組
（
国

は
枠
組
み
だ
け
を
決
め
、
具
体
的

な
内
容
は
本
市
が
条
例
で
制
定
で

き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
）
の
よ

う
に
、
都
市
の
自
治
を
高
め
て
い

く
た
め
に
は
、
多
様
性
を
認
容
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

（
２
）
市
民
力
を
生
か
せ
る
横
浜

　
　
　
型
都
市
内
分
権
を
展
望
し

　
　
　
た
検
討

　
第
２
は
、
市
民
力
を
生
か
せ
る

横
浜
型
都
市
内
分
権
を
展
望
し
た

検
討
の
視
点
で
あ
る
。
成
熟
都
市

は
少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
が
発
生
し
、
行
政
の
み
で
公
共

的
課
題
に
は
対
応
で
き
な
い
。
公

共
を
担
う
の
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
新
し
い
主
体
が
大
き
な
役
割
を

担
う
時
代
と
な
っ
て
き
た
。

　
横
浜
は
「
市
民
力
」
「
地
域
力
」

を
発
揮
す
る
た
め
の
蓄
積
と
潜
在

力
を
持
つ
都
市
で
あ
り
、
新
た
な

大
都
市
制
度
を
設
計
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
新
た
な
公
・
市
民
協
働

を
前
提
と
し
た
横
浜
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
内
分
権
を
展
望
し
た
検
討

の
視
点
で
あ
る
。
都
市
内
分
権
は

大
都
市
制
度
の
検
討
に
あ
た
っ
て

避
け
て
通
れ
な
い
視
点
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
大
都
市
の
団
体
自

治
の
強
化
は
、
一
方
で
都
市
内
分

権
に
よ
る
住
民
自
治
の
強
化
と
セ

ッ
ト
で
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
大
都
市
の
権
限
強
化
に
よ

る
都
市
内
分
権
は
、
法
人
区
を
設

置
し
、
公
選
首
長
や
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
が
有
益
だ
と
言
わ
れ
て

き
た
。
あ
る
い
は
、
現
行
の
制
度

を
前
提
に
、
都
市
の
適
正
規
模
や

住
民
自
治
を
強
化
す
る
視
点
か
ら

は
、
大
都
市
の
権
限
強
化
を
図
る

よ
り
も
、
大
都
市
を
分
割
し
て
複

数
の
市
に
転
換
し
た
方
が
よ
い
と

い
う
議
論
も
出
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
横
浜
市
は
、
昭
和
1
4

年
の
市
域
拡
張
以
降
、
6
8
年
に
わ

た
り
基
本
的
に
は
同
じ
市
域
で
推

移
し
て
き
て
お
り
、
市
民
の
定
住

意
向
の
高
さ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
横
浜
市
民
の
意
識
に

も
横
浜
と
い
う
市
域
の
一
体
性
は

浸
透
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
大
都
市
横
浜
の
特
性
を
生
か
す

た
め
、
多
様
な
横
浜
市
域
の
一
体

性
を
確
保
で
き
る
都
市
内
分
権
の

シ
ス
テ
ム
を
展
望
し
た
制
度
設
計

を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
「
横
浜
市
大
都
市
制
度
検
討
委

員
会
」
で
は
、
来
年
３
月
に
横
浜

が
目
指
す
べ
き
新
し
い
大
都
市
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
横
浜
発
の
提
案
を
と
お
し
て
、

我
が
国
に
お
け
る
大
都
市
制
度
議

（
注
１
）

横
浜
市
大
都
市
制
度
検
討
委
員
会
　
現
行
指

定
都
市
制
度
を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
横
浜

に
ふ
さ
わ
し
い
大
都
市
制
度
を
提
案
す
る
た

め
、
平
成
1
9
年
６
月
に
設
置
し
た
外
部
有
識

者
に
よ
る
委
員
会
。
小
林
重
敬
横
浜
国
立
大

学
大
学
院
教
授
を
委
員
長
に
７
名
の
委
員
で

構
成
。
２
か
年
か
け
て
、
専
門
的
か
つ
幅
広

い
見
地
か
ら
、
大
都
市
自
治
を
拡
充
す
る
新

た
な
大
都
市
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

（
注
２
）

旧
基
本
構
想
　
基
本
構
想
は
市
町
村
に
お
け

る
も
っ
と
も
重
要
な
計
画
と
し
て
、
地
方
自

治
法
（
第
２
条
第
４
項
）
に
基
づ
き
策
定
す

る
も
の
で
、
旧
横
浜
市
基
本
構
想
は
、
昭
和

4
8
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
５
つ
の

都
市
像
（
①
総
合
的
機
能
を
持
つ
国
際
平
和

都
市
②
生
活
環
境
を
中
心
に
お
い
た
人
間
環

境
都
市
③
広
域
大
都
市
圏
の
中
の
中
核
都
市

④
う
る
お
い
と
い
こ
い
の
あ
る
人
間
性
豊
か

な
福
祉
都
市
⑤
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

市
民
都
市
）
が
描
か
れ
、
’
そ
の
理
念
で
3
3
年

間
に
わ
た
り
様
々
な
施
策
・
事
業
が
展
開
さ

れ
、
今
日
の
横
浜
が
築
か
れ
て
き
た
。

（
注
３
）

基
本
構
想
　
平
成
1
8
年
６
月
に
策
定
し
た
も

の
で
、
横
浜
市
の
様
々
な
計
画
な
ど
の
最
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
市
政
運
営
の
根
本
と

な
る
指
針
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
2
0
年
間

（
概
ね
2
0
2
5
年
頃
）
を
展
望
し
て
い
る
。

横
浜
が
目
指
す
都
市
像
（
市
民
力
と
創
造
力

に
よ
り
新
し
い
「
横
浜
ら
し
さ
」
を
生
み
出

す
都
市
）
を
描
い
て
い
る
。

（
注
４
）

「
国
際
都
市
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
横
浜
市

企
画
局
（
平
成
1
4
年
２
月
）
2
4
頁
参
照

論
が
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
注
５
）

「
平
成
1
3
年
度
横
浜
市
民
生
活
白
書
」
横
浜

市
企
画
局
（
平
成
1
3
年
1
1
月
）
2
8
頁
参
照

（
注
６
）

横
浜
市
で
は
中
田
市
長
が
平
成
1
4
年
横
浜
市

会
第
２
回
定
例
会
（
平
成
1
4
年
５
月
2
9
日
）

に
お
け
る
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
「
こ
れ

か
ら
の
横
浜
は
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
」
と
時
代
認
識
を
明
確
に
し
て
い
る
。
詳

細
は

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
y
o
k
o
h
a
m
a
j
p
/
s
e
/
m
a
y

o
r
/
p
o
l
i
c
y
/
2
0
0
2
0
5
2
9
.
h
t
m
1
を
参
照
。

（
注
７
）

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
発
表
し
た
2
0
0

7
年
度
の
「
市
区
町
村
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
、
横
浜
は
前
年
度
に
引
き
続
き
、
総
合
第

３
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
。
住
み
た
い
ま

ち
、
デ
ザ
イ
ン
や
セ
ン
ス
の
よ
い
ま
ち
、
国

際
交
流
の
ま
ち
の
各
分
野
で
は
日
本
一
で
あ

る
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
全
７

８
７
市
（
2
0
0
7
年
６
月
末
現
在
）
と
東

京
2
3
区
、
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
取
組
に

熱
心
な
１
９
５
の
町
村
を
加
え
た
計
1
0
0

0
市
の
市
区
町
村
。
各
市
区
町
村
に
対
し
て

認
知
度
、
魅
力
度
、
情
報
接
触
度
、
イ
メ
ー

ジ
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

い
、
全
国
３
万
1
1
6
9
人
か
ら
回
答
を
集

め
て
実
施
。

（
注
８
）

調
査
季
報
１
３
９
号
　
特
集
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
考
」
1
9
9
9
.
9

特
集
３
の
①
「
分
権
時
代
の
都
市
経
営
」
1
6

頁
参
照
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